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平成11年度国立婦人教育会館総合テーマ
『エンパワーメントは21世紀への合言葉 ―新たなる共生をめざして―』について
三 輪 健 二 氏が語る“ひとこと”
―プロフィール―
みわ けんじ
東海大学教育研究所助教授、上智大学文学部助教授を経て、1999年よりお茶の水女子
大学文教育学部助教授。専門は生涯学習論（おとなの学習論）。教育学博士。
おとなの学習とは、おとなは何をどのように学習するのか、おとなの学習を援助する
教育者の役割とは何か、どのようなプログラムを作成したらよいのかといったテーマ
（成人教育方法論）に関心をもち、実践に則した理論づくり（実践の理論）をめざして
研究および実践に関わっている。
日本社会教育学会、日本教育学会、日本比較教育学会に所属し、中野区社会教育委員、
東京都生涯学習審議会委員、文部省男女共同参画学習研究会委員、東京21世紀カレッジ
（旧花婿学校）運営委員なども務めている。３歳の息子の幼稚園の送り迎え（でもほと
んど送る方だけ）を楽しんでいる。
著書（訳書）に、『現代ドイツ成人教育方法論』（東海大学出版会）、Ｐ・クラントン
著『おとなの学びを拓くー自己決定と意識変容をめざしてー』（共訳、鳳書房）などが
ある。また、『男女共同参画社会に向けた学習ガイドー社会教育指導者にジェンダーの
視点をー』（日本女子社会教育会）を分担執筆している。
職員の力量形成について
平成11年に入って２回ほど、国立婦人教育会館で開かれた婦人・女性教育施設職員のセミナー
に講師として招かれた。女性のエンパワーメントのための学習活動にふさわしいプログラムづ
くりのポイントや、ファシリテーター（学習援助者）の役割などについて話をしたり、グルー
プ・ワークを行ったりした。最初に自己紹介の時間を設けて、参加者から受講の動機を聞いて
いるうちに、つぎのことに気がついた。
人事異動によって婦人・女性教育施設に配属されたばかりの職員が少なくなく、同じような
仕事をしている職員とのネットワークを形成したいと希望する人が多かったことである。また、
ベテランの職員を含めた多くの参加者が、女性学やジェンダーに関する専門知識や男女共同参
画関連の政策に関心を寄せることはあっても、プログラムづくりやファシリテーターの役割と
いった実践活動への関心はあまり高くはなかったことである。女性のエンパワーメントのため
の学習というと、職員の多くは、学習者が「ジェンダーに敏感な視点」を習得できるようにな
ることを思い浮かべ、ジェンダーに関わる専門知識の提供を重くみようとしているのかもしれ
ない。とくに新任の職員は、提供できるだけのジェンダー知識、女性政策関連の知識をすばや
く身につけなければと思っているのかもしれない。
しかしながら、「エンパワーメント」ということばが、自分やまわりの人々、社会を変えてい
く主体となる力を学習者が身につけていくことであると考えるならば、施設及び職員の役割は、
ジェンダーに関する専門知識の提供だけでは十分とは言えないのではないだろうか。つまり、
参加者が自分自身の心の中にひそむジェンダー・バイアスに気づいてふり返りを行い、場合に
よっては意識や行動を変えていけるような学習（意識変容の学習）と、学習プロセスを学習者
みずからの力でつくりあげていくような学習（自己決定型学習）といった新しいタイプの学習
をめざし、そのためのプログラムづくりやファシリテーターの役割を真摯に求めていく必要が
あるのではないだろうか。
国立婦人教育会館でも、ファシリテーターに関する研修が検討されていると聞いている。プ
ログラムづくりやファシリテーターの役割について、事例を検討しながら考察を深めていく研
修を地道に進めていくならば、遠回りに見えるようだが、21世紀の婦人教育施設の役割はとて
も明るく感じられるのである。
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報 告
国際シンポジウム
国立婦人教育会館では、５月28日（金）、東京都新宿区市ヶ谷の国際協力事業団国際協力総合
研修所において、国際協力事業団・東京都教育委員会との共催による国際シンポジウムを開催
した。シンポジウムは男女共同参画社会形成に向けた調査研究の充実及び国際協力の推進を図
ることを目的としたものである。テーマは「開発におけるジェンダーとエンパワーメント」で
あり、平成６年度から10年度まで、目黒依子上智大学教授を座長として実施した「開発と女性
に関する文化横断的調査研究」の成果を報告・発表するとともに、国内外からの多彩なゲスト・
スピーカーを迎え、開発とジェンダーに関する意見交換を行った。参加者は研究者、国際協力
関係者、教育行政関係者民間グループ・団体関係者等、総数153名であった。
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報 告
社会教育実習生の受け入れ
国立婦人教育会館では、大学において社会教育実習を受講する学生を対象として、大学 (担
当教授) との協議に基づき、主催事業の補助業務等の体験実習を通じて、婦人教育の現状及び
婦人教育施設の役割について学習することを目的とした社会教育実習生受入事業を昨年度から
実施しています。
今年度は群馬大学、明治大学、大正大学、城西国際大学からの実習生の受け入れが計画され
ておりますが、６月４日から６月11日の間、群馬大学の学生２名が会館利用者の受け入れや、
主催事業「婦人教育施設職員のためのセミナー」の運営に関する実践体験を行い、実習を修了
しました。
婦人教育施設職員のためのセミナー
国立婦人教育会館では、６月８日（火）～11日（金）の間、「婦人教育施設職員のためのセミ
ナー」を開催した。男女共同参画社会の形成を目指した生涯学習の促進を図るため、公私立婦
人教育会館、女性センター等の職員として必要な知識・技術を高めるための専門的・実践的な
研修を行い、併せて資質の向上を図ることを目的としている。
このセミナーは会館創設当初以来実施しており、23回目となる今回は、館長コース及び一般
職員コース (企画担当コース・情報担当コース) 合わせて142名の参加者を得て、「女性のエン
パワーメントと婦人教育施設」をテーマに、男女共同参画社会の形成に向けてのエンパワーメ
ントの拠点としての施設及び施設職員の役割についてのプログラムを展開した。
講師には、有馬眞喜子 (財) 横浜市女性協会理事長、上村千賀子群馬大学教授等をお迎えし
て講義や研究協議、実習、ワークショップ等を実施した。
A－5－
予告募集
NWEC（国立婦人教育会館）国際フォーラム
国際連合は、2000年６月に国連に、「女性2000年会議：21世紀に向けての男女平等・開発・平
和」を開催する予定ですが、これをふまえて、国立婦人教育会館においては、男女共同参画社
会の形成のための重要な課題について国際的な視野から討議し、女性のエンパワーメントの推
進に資するとともに、国内外のネットワークの形成を図ることを目的とした国際フォーラムを
開催します。御参加をお待ちしております。（詳しくは情報交換課まで）
１．日 時：平成11年11月25日（木）～27日（土）
２．募集人員：成人男女 500名
（第１日目のみの参加者350名、２泊３日の参加者150名）
３．実施内容：基調講演、シンポジウム、分科会及び全体会
４．主な招聘専門家
外国人専門家 モナ・サリーン 氏（スウェーデン産学大臣）外４名
日本人専門家 猪 口 邦 子 氏（ 上智大学法学部教授 ）外７名
家庭・地域で担う子育て支援セミナー
９月17日（金）～18日（土）１泊２日の日程で開催します。都市化・核家族化・小子化によ
り地域の家庭環境が変化し、住民の地域社会への連帯感が希薄化するとともに家庭の教育力も
低下しています。このような家庭の教育力を回復するためには、積極的に家庭教育に対する支
援を充実していくことが求められています。そこで、家庭教育支援に関する課題解決に向けた
取組について情報交換及び討議を行い、家庭・地域の教育力の向上をめざした実践的な研修を
行います。対象は、地域で活動している家庭教育に関する相談員、家庭教育ネットワーカー、
家庭教育支援を進めている企業関係者・ＰＴＡ・団体グループ等地域社会で家庭教育支援に関
わっている方です。参加希望者は都道府県等教育委員会を通してお申し込み下さい。
フォーラム家庭教育
日 時 ９月18日（土）13 : 00～16 : 00
会 場 国立婦人教育会館講堂
対 象 子どもを持つ親、これから親になる男女、家庭教育に関心のある人
募 集 人 員 成人男女600名
参加申込み 都道府県等教育委員会、社会教育関係団体を通してまたは直接事業課にお申し
込み下さい。
このフォーラムは、家庭教育について幅広く意見交換を行い、子どもたちの豊かな心・生き
る力を育む「心の教育」の充実を図るために、男女がともに積極的に担う子育て及び社会との
連携の中で担う子育てについて、参加者とともに考える機会を提供するものです。
第１部 ビデオ上映「ゆっくり、ゆったり」（文部省制作家庭教育ビデオ）
※ 子育てについて７人の専門家による解説
出演者 河合隼雄（臨床心理学者）、秋山 仁（数学者）、
香山リカ（精神科医）外４名
第２部 フォーラム「子どもの心を育む家庭・地域 ―完全学校週５日制にむけて―」
※ コーディネーターとパネリストによるパネルディスカッションを実施します。
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◆女性関連施設における＜学習・研修＞事業に関する 調査事例集
キーワード：
事業の分野：
都道府県名：
表示件数： 要約表示：
指定なし
北海道
青森県
岩手県
２０ 有り
検索 クリア
追加
（都道府県名は複数選択可能）
１
２
３
４
６
５
情報ネットワーク
NWEC 国立婦人教育会館では、平成 11 年 7 月より
「女性関連施設における＜学習・研修＞事業に関する
調査事例集データベース」を公開しました！
本データベースは、全国の婦人会館・女性センター等で実施されている＜学習・研修＞事業
について、男女共同参画社会の形成の視点から、その効果と話題を検証することによって、女
性関連施設の今後の役割および事業の方向性を探ることを目的として文部省の委嘱を受けて、
全国婦人会館協議会が平成10年度に実施した「女性関連施設における＜学習・研修＞事業に関
する調査」をデータベース化したものです。
１．キーワード
この欄は直接入力も可能ですが、２つの事業分野、 ３
つの都道府県名のボックスから選ぶことによりキーワー
ド欄に自動入力されます。
２．事業の分野
右の▼記号をクリックして下さい。以下の分野から選
択することができます。
家族問題、女性学、女性の人権、社会・福祉、少子・
高齢化問題、こころとからだの健康、自己表現・文化表
現、国際問題・国際交流、リーダーシップ養成、男性へ
の男女共同参画意識の浸透、男性の生活自立、就職支援、
労働事情、パソコン関連、市民活動・グループ活動支援、
趣味、スポーツ
ジェンダーって？
一般にオス、メスといった生物学的な性別を意味するセックス（ＳＥＸ）に対して、文化的・
社会的・心理的に形成された性別を表すときに用いることばです。簡単に言えば、「女は家事、
育児、やさしい」、「男は仕事、強い」などの社会的な見方や「男らしい」、「女らしい」という
固定的な見方を意味しています。ジェンダーは人間の社会や文化によって構成された性であり、
文化や社会において、また歴史の展開に対応して変化します。
３．都道府県名
指定することにより都道府県の絞り込みができます。
一覧は右の▲、▼、スクロールバーを使って上下に移動
しますので、都道府県名を選択して下さい。
４．一度に表示される件数の変更が可能です。初期値は
20 件になっています。
５．要約表示の有無の指定ができます。初期値は有りに
なっています。
・有りのとき：検索結果に施設名、所在地、電話、Ｆ
ＡＸ、事業名・対象者等の一部が表示されます。
・無しのとき：施設名のみの表示となります。
６．各項目の指定ができましたら、検索ボタンをクリッ
クして下さい。
ことばの基礎知識
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東武東上線に車内に中づりポスターを掲示
会館の施設利用料（宿泊費）についての銀行振込による納入開始
ボランティアコーナー
国立婦人教育会館では、「エンパワーメントは21世紀への合い言葉ー新たなる共生をめざし
てー」を総合テーマとし、男女共同参画社会の形成を目指して、婦人教育・家庭教育等に関す
る事業を展開しておりますが、この度、多様な利用者の受け入れを図るため東武東上線（地下
鉄有楽町線乗り入れ）の車内に中づりポスターを掲示しました。ポスターは「男女共同参画社
会の形成をめざした「学び」と「活動」をバックアップ」というタイトルと会館のシンボルマー
クの入った、B３版の大きさの大変明るいデザインです。なお、中づりポスターは年４回東武鉄
道の協力を得て掲示される予定です。
会館においては、利用提供サービスの向上に努めていますが、その一環として利用者が多い
団体等については、会館の施設利用料（宿泊費）について本年度から従来の窓口による現金納
入方法の外に、銀行振込による納入方法を実施しております。銀行振込の場合には、利用開始
の25日前までに会館に振込扱い申込書等を提出していただく必要がありますので早めに事業課
にお申し出下さい。
本年度第２回会館ボランティア研修会が７月６日、連絡会議に引き続いて行われた。
大野館長の挨拶の中で、「本日の座席がいつもと違うグループ形式になっていますが・・・」
と述べられたように、研修の中には“グループ討論”も含まれていた。
研修会は、当会館事業課の伊藤眞知子研究員による「男女共同参画社会の形成と女性学－自
分らしく生きるために－」と題しての講義で始められた。
講義では、６月15日に成立した「男女共同参画社会基本法」の内容と意義についての説明が
あり、そして「男女共同参画社会とは、男女が共に担う社会である」と強調された。続いて、
「女性学は身近な問題・私たちの問題を取り上げた実学で、最終目標とするところはジェンダー
フリーにある」と、そして「自分らしく生きるために、女性学を学習・活用してほしい」と結
ばれて、続いて「グループ討論」が行われ研修会は修了した。 参加者は、当会館の果たす役
割とボランティアとして参画する意義を、今更のように認識を深めつつ家路についたのでした。
東武東上線車内の会館の中づりポスター
会館のシンボルマーク「両手を空に掲げ、希望に燃える
女性像をデザイン化したもの」を表したポスター
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●利用案内
※休館日（平成11年８月～10月）
８月２日（月）・16日（月）
９月６日（月）・20日（月）
10月４日（月）・25日（月）
＊休館日でも前日に宿泊した方は、
朝食と午前１０時までの宿泊棟の
利用ができます。電話やＦＡＸに
よる申し込みの受付や利用相談も
行っています。
【申し込み専用電話番号】 ＴＥＬ：０４９３－６２－６７２３
ＦＡＸ：０４９３－６２－６７２０
●ヌエックカレンダー
会館行事
８月６日～８日 女性学・ジェンダー研究フォーラム
９月17日～18日 家庭・地域で担う子育て支援セミ
ナー
９月18日 フォーラム家庭教育
10月30日 第１回公開講演会
11月25日～27日 ＮＷＥＣ国際フォーラム
主な利用団体
4月
８～９日 日本橋女学館短期大学
９～10日 東京ＹＷＣＡ社会体育専門学校
10～11日 十文字学園女子大学
12～13日 武蔵野女子大学現代社会学部
13～14日 東京ＹＷＣＡ専門学校社会福祉科
22～24日 国際婦人教育振興会
24～25日 日本中国友好協会
５月
７日 埼玉県女性校長会
８日 比企地区体育指導委員連絡協議
13～17日 アラノン・ジャパン
18～21日 平成11年度関東ブロック新規採用職員
研修
19～22日 （財）日本キリスト教婦人矯風会
21～23日 Human Self Development Associate
21～23日 全国保育団体連絡会
27～28日 婦人教育、家庭教育、ボランティア行
政担当者会議（文部省主催）
６月
１～２日 埼玉県立南教育センター
４日 埼玉県教育局生涯学習部市町村教育第
一課
15～16日 埼玉県立南教育センター
23～26日 日本参加のまちづくりフォーラム
23日 菅谷班教育研究会
24日 嵐山町第4回子ども音楽祭
●展示コーナー
編集後記 ８月６日（金）～８日（日）炎暑の中、女性学・ジェンダー研究
フォーラムを嵐山の地で開催しました。今年度で第４回目となったこの
フォーラムは、年々その規模を増し、今年度は会館の収容能力をはるかに超
える約 2,100 名の方々が全国から参加いたしました。「変革への力にどう生
かす！－男女共同参画社会基本法－」のシンポジウムにおいては、基本法を
もとに具体的にどう実行していけばよいか４人のシンポジストと参加者と
の間で熱心に討議が行われました。詳細は次号でご報告いたします。会館に
おいては、「エンパワーメントは21世紀への合い言葉－新たなる共生をめざ
して－」を総合テーマとして、引き続き事業の推進に努めてまいりますので
どうぞよろしくお願いいたします。
「女性と健康（リプロダクティブ・ヘルス／
ライツを考える）」
日本におけるピルの解禁や、今年２月の
ハーグ国際フォーラム、３月ニューヨーク
国連人口会議といった「リプロダクティブ・
ヘルス／ライツ？性と生殖の自己決定権」
をめぐる国際的な動向を踏まえて、今回は
「女性と健康」をテーマにとりあげました。
女性の一生に避けては通れないこの問題
にどう取り組んでいるか、また今後の課題
について考える資料を一階エントランス
ホールに展示中ですので是非ご覧ください。
＊展示例＊
「リプロダクティブ・ヘルスの視点から」「性
と生殖に関する権利 : リプロダクティヴ・
ライツの推進」「リプロダクティブ・ヘル
ス/ライツ：からだと性、わたしを生きる」
ほか
